
中村天江

データで読み解く
ライフキャリアを豊かにする

地域参加

東京ホームタウン
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中村天江（なかむらあきえ）

連合総合生活開発研究所主幹研究員
リクルートワークス研究所客員研究員
中央大学戦略経営研究科客員教授

兵庫県生まれ、埼玉県育ち。1999年株式会社リ
クルート入社、2009年リクルートワークス研究
所に異動。 2016年一橋大学にて博士号（商
学）取得。 2021年10月連合総研に転職。

『働くの未来』をテーマに調査研究や政策提言
を行う。「2025年」「Work Model 2030」
「マルチリレーション社会」などをリクルート
ワークス研究所より発表。現在「労働組合の未
来」の研究会を推進中。

リオデジャネイロ2016オリンピック大会で生き
生きとしたボランティアに接し、ボランティア
研究を始める。

自己紹介
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交流のある人間関係

家族・パートナー 親戚 社会人になるまえの友達
一緒に学んだ仲間 趣味やスポーツの仲間 地域やボランティアの仲間
勤務先の経営者 勤務先の上司 勤務先の同僚
勤務先の部下 社外の仕事関係者 以前の仕事仲間
労働組合 政治家

リクルートワークス研究所（2020）「5カ国リレーション調査」『マルチリレーション社会』

家族と職場以外のつながりが少ない

4.6種類 6.4種類 5.8種類 6.4種類 5.5種類
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Legacy「ありのまま＋共通の目的」が人生を豊かに

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

安心

喜び

成長

展望

人間関係の質と、
個人がそこから得ているもの

ありのままでいられる&共通の目的がある

ありのままでいられる

共通の目的がある

どちらもない

リクルートワークス研究所（2019）「働く人のリレーション調査」『つながりのキャリア論―希望を叶える６つの共助―』
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Love
愛

Labor
労働

Learning
学び

Leisure
余暇

Volunteer

ボランティアは充実した人生への一歩

ライフキャリアにおける
Hansenの４つのＬ

サニー・S・ハンセン（2013）『キャリア開発と統合的ライフ・プランニング―不確実な今を生きる6つの重要課題』福村出版
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Love
愛

Labor
労働

Learning
学び

Leisure
余暇

福祉
ボランティア活動は多彩

ライフキャリアにおける
Hansenの４つのＬ

災害復興

スポーツ

イベント

プロボノ

越境学習

環境
Volunteer
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22％

大会後も
スポーツボラン
ティアの活動を

続けたい

今まで
ボランティア
活動をしたこと

がない

写真提供：日本財団ボランティアサポートセンター、出所：①日本財団ボランティアサポートセンター「コロナ禍における東京2020大会関連ボランティア ②④日本財団ボラティアサポートセンター
「社員ボランティア＜大会後＞調査」、②はパラリンピック・ボラティア経験者のみの集計結果 ③東京2020組織委員会「東京2020大会Field Cast アンケート」

オリンピック・パラリンピックのボランティア

83％

83％

活動で得たもの
を積極的に仕事
に活かしたい

障がいを持つ人
を身近に感じ、
特別視しないよ
うになった

67％
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Legacy 関心６割、経験２割のギャップ

内閣府「平成27年度特定非営利法人及び市民の社会貢献に関する実態調査」

ボランティア活動 ボランティア活動
に対する関心 の経験
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Legacy 文化は創り、継承するもの

順位 ボランティア行動者率
30 三重県 26.7%
31 栃木県 26.2%
32 千葉県 26.0%
33 茨城県 25.8%
34 兵庫県 25.7%
35 東京都 24.6%
36 神奈川県 24.4%
37 徳島県 24.3%
38 和歌山県 24.2%
39 埼玉県 24.0%
40 北海道 23.8%
41 高知県 23.7%
42 新潟県 23.5%
43 京都府 23.2%
44 愛知県 23.1%
45 青森県 22.7%
46 沖縄県 22.4%
47 大阪府 20.6%

総務省「平成23年社会生活基本調査」

ボランティアの経験率ボランティア行動者率の
都道府県順位

12.9

14.3

22.6

27.1

24.1

20.2

21.9

18.7

22.7

会社員

パート・アルバイト・契約社員他

医師・弁護士等の資格職

公務員・団体職員

自営業・家族従業者

主婦・主夫

学生

無職

その他

内閣府「平成28年度市民の社会貢献に関する実態調査」
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Legacy 個人・企業・社会三方良しのボランティア文化を

リクルートワークス研究所（2019）『個人のキャリアを豊かにする企業の社会貢献活動―社員ボランティア2020をレガシーに―』

個人
まずはやってみる。合わないことも、上手くいかないこと
も経験。ボランティア活動が充実してきたら、周囲に話す、
友人を誘う、自分で企画・運営する。

企業

社会

社員のキャリア支援策としてボランティアを推進する。社員
がボランティアを「始める・続ける」サポートを。効果的な
のは経営からのメッセージと上司のマネジメント。推奨にあ
たっては、社員の自発的意思を尊重する。

多様なボランティアを社会に広げていく。
メガイベントはボランティア裾野拡大の絶好の機会。
⇒ 東京ボランティアレガシーネットワークなど
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